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（別紙１） 
１ 審査委員の補職及び氏名 
委員区分 補  職  名 氏   名 
主査 教授 伊藤恭彦 
副査 教授 別所良美 
副査 准教授 菊地夏野 































































































































 以上の 2 点から本論文の学術的意義は極めて高いと評価することができる。引用は
適切に行われていることはソフトを使っても確認した。 
５ 最終試験の結果の要旨又は学力確認の結果の要旨 
 最終試験は平成 29 年 2 月 3 日 14 時 30 分から名古屋市立大学滝子キャンパス 1 号
館 1 階会議室で行われた。冒頭、学位授与申請者から、公開セミナー以降に研究が大
きく進捗した部分を中心に、論文内容の要旨が報告され、その後、質疑応答が行われ
た。 
 質疑応答の中心は以下の内容であった。まず本論文が批判対象としている通俗的な
議論が明示されていないことが指摘された。この指摘に対しては、内外のフーコー概
念の応用研究はほぼ断絶説にたっており、全てを明示する必要はないこととの応答が
された。またフーコーが「ポスト・モダンの旗手」でないならば、どのような思想家
なのかという問いに対しては、カント哲学の忠実な後継者と位置付けることができる
との回答がなされた。論文の内容に関しては、フーコーのカント解釈＝カント受容は
見事に描かれているが、それが妥当なカント解釈と言えるのかについての検証が弱い
との指摘がされた。フーコーによるカントの読み方を論文の主要な検討対象としてい
るため、カント解釈の妥当性にまでは踏み込めなかったとの応答があり、その点は今
後の研究課題とするとの表明がされた。また、これに関連して、カントとフーコーの
超越論的批判と経験的批判の異同についても質された。この点については論文第 4
章の内容を説明し、両者の重なりと差異について明確な説明をした。最後に論文で提
起された問題の深さや新たなフーコー像が鮮明に描ききれず、やや禁欲的な表現に終
始しているとの批判があった。この点に関しては論文内容を社会により広く発信して
いく際に修正したいとの回答があった。 
研究発表も質疑応答も申請者は真摯に対応し、本研究での不十分な点と今後の研究
課題を自覚していく内容であったと判断した。同時に博士の学位に値する十分な学力
と研究能力を有することを審査委員全員で確認した。 
 
６ 学位授与についての意見 
「学位論文審査の要旨」において述べたように、本論文の学術的意義は極めて高く、
日本の通俗的フーコー像を塗り替える可能性をもち、さらにフランス哲学の広い文脈
の中でフーコーを理解する途を切り拓いた点で哲学界にもならず社会学理論研究に
多大な貢献をなしうる評価することができる。あわせて学位授与申請者は高い専門的
学術研究を遂行する力量も有していることも確認できた。 
以上の点より審査委員一致して松野充貴の「フーコーにおける歴史批判」は博士学
位論文に相応しく、申請者に博士の学位を授与することを妥当と判断した。 
